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　　　　　犬の冠循環における臨界閉鎖現象と心停止後の臨界再開通現象について
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　臨界閉鎖現象とは灌線圧が陽圧でも血流が停止

する現象をいう．この現象e＊　Burtonによって物

理学的に説明されている．血管の力学的平衡に

：Laplace法則を適応した彼は，血管壁自身の能動

的張力active　tensionに血管閉鎖の原因を求め

た．一方Downeyらはこの現象を「血管の滝」

説で解釈した．すなわち臨界閉鎖現象は灌流圧が

血管外圧より低下したときに生じ，このとき血管

抵抗の変化がないまま血流末端で突然血管の閉鎖

が生じると彼らは考えた．この説によると冠血流

は灌流圧はもちろん，心筋収縮力による血管外圧，

血管運動性などの力によっても影響を受けている

ことになる．この説は、Burtonが臨界閉鎖現象に

active　tension　を重視したのに対し受動的張力

passive　tensionを重視している点で対照的であ

る。

　本研究の目的は冠循環において臨界閉鎖現象を

確かめること，臨界閉鎖圧critical　cosing　pres－

sure（CCP）と虚血後の血流再開に要する圧criti・一

cal　opening　Pressure（COP）を実測すること，

血管拡張剤や一過性の虚血がCCP，　COPに与え

る影響を検討することである．実験には平均体重

25kgの成犬，20匹を使用し，右心bypass（上下大

静脈，右心室にcannulation，静脈血をreservoir

に集めroller　PUmpにて肺動脈に送血）を作成

した．CCPはroller　pumpを止め完全に冠静脈

血流が停止したときの大動脈圧とした．COPは

虚血後ふたたび冠血流が再開したときの大動脈圧

とした．CCPとCO：Pをroller　pumpの停止に
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よる虚血と血管拡張剤（50mg　adenosine，10mg

dipyridamol）投与の条件下で測定した．実験群を

CCP　測定前に心停止や心室細動がなく平均血圧

80　mmHg，以上の正常群とCCP測定前に虚血と

なった虚血群とに分けた．CCPは正常群　14．3

mmHg虚血群10．2mmHgと両者に差がない．

血管拡張剤の投与群ではCCPは10．5mmHgで

虚血群とのあいだに差がない．この結果はflOw－

pressure　curveよりextrapolateして求めた

他の研究者の値と近似している．COPは一過性

虚血時47．3mmHg，3分間虚血時41．9mmHgと

両者に差がない．しかしCOPの収縮期圧はそれ

ぞれ86．6，59．5mmHgと両者間に差を認めてい

る．

　臨界閉鎖現象が冠循環でも認められた．この現

象が多量の血管拡張剤投与下でも認められたこと，

COPがCCPの3倍以上の値を示したことなど

からBurtonのいう能動的張力が原因とは考えが

たい．しかし現象の初期段階ではこの張力は重要

な役割を担っており，COPがCCPより高値を

示したのはすべての末梢血管が同時に再開通しな

いためと著者は述べている．しかし摘出血管でも

この現象が認められることやシアン処理した摘出

血管でのflow－pressure　curveでCCPより圧

を下げると逆流が認められたという報告（界面圧

を仮定）などから著者のいうpassive　tensionの

みでこの現象を説明するにも難点があろう．本研

究中COP　100　mlnHg以上が3例認められた．心

蘇生において十分に血圧を上昇せしめることの重

要さが示唆された．また臨界閉鎖現象の原因，機

序の解明は臨床的にも重要であろう．
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